
新座市新型インフルエンザ等対策本部会議（第５２回） 

 

１ 日時 令和４年１月２１日（金）／午前９時２０分～午前９時４５分 

 

２ 場所 Ｗｅｂ会議 

 

３ 出席者 別紙１のとおり 

 

４ 概要 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症に係る国の交付金を活用した市独自の対策について 

  ・ 国の令和３年度補正予算が成立したことにより、本市に新たに約４億 

３，０００万円が追加交付される見込みである。この交付金は、令和３年

度事業及び令和４年度事業に充当することができる。 

・ 令和３年度もこの時期となっていることを考慮し、交付金の活用対象は

原則令和４年度事業とする。例外的に、令和３年度事業として実施する必

要がある事業については、県への実施計画の締切りが週明け月曜日となっ

ている関係から今回の会議で先行決定することとし、令和３年度事業につ

いては別添資料のとおりとする。なお、令和４年度事業を含む全体の計画

は、後日改めて決定する。 

 ⑵ まん延防止等重点措置対象区域の指定に伴う市の対応について 

   埼玉県全域がまん延防止等重点措置対象区域となったことから、本市の対

応について以下のとおり実施する。 

   ① 市長の声による防災行政無線の放送について 

・ オミクロン株の陽性者が急増していることから、引き続きの基本

的な感染防止対策の徹底を呼びかけることを目的として１月２１日

（金）午後０時１５分に放送する。 

② 集会所・ふれあいの家の対応について 

・ 県有施設の取扱いを踏まえ、利用時間等の制限は設けない。 

・ カラオケや合唱等、飛沫が多分に生じる活動を制限する。 

・ 管理人、利用者への周知が必要なため、実施期間は１月２５日（火）

から２月１３日（日）までとする。 

 

 

 



   ③ 老人福祉センターにおける活動の制限について 

     ・ まん延防止等重点措置等における屋内県有施設の取扱いに合わせ、

カラオケやコーラス等大声での発声など感染リスクの高まる行為や、

社交ダンス等身体的な接触を伴う行為を禁止する。 

     ・ 実施期間は１月２１日（金）から２月１３日（日）までとする。 

④ 社会教育・スポーツ施設等の対応について 

・ 基本的な感染対策を講じた上で、引き続き開館する。 

・ 利用団体には、改めて感染対策徹底の周知を図る。 

⑤ 教育活動について 

・ 学校教育については原則、現在の対応を継続する。 

・ 部活動については、別添資料のとおり制限を設ける。主な内容と

しては、以下のとおりである。 

〇 活動日は平日４日のみで１週につき４日までとする。 

〇 朝練は実施しない。 

〇 感染者が確認された場合は、当該部活動について、原則１週間

活動を停止する。 

 ⑶ その他 

   ・ 市職員の感染事例について 

     〇 別添資料に記載のとおり新規陽性者４名が確認された。職員の感

染事例は昨年８月２４日以来である。 

なお、№２０及び№２１については、市が定める濃厚接触者の基

準に基づき職場における濃厚接触者はいないという判断を行ってい

るが、№２２及び№２３については、同一職場内であることから、

念のため保健所に濃厚接触者の調査を依頼することとする。 

     〇 職員の感染者も少しずつ増えてきている。人事課から１月１９日

付けで、職場における感染防止対策に関する通知を発出したので、

改めて確認し、テレワーク、時差出勤及び年休の取得を積極的に推

進してもらいたい。 

   ・ ワクチン接種の予約状況について 

     〇 新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目）について、１月

７日に続いて、同月１７日に予約受付を実施した。今回の対象者は、

同 月 ７ 日 に 接 種 券 を 発 送 し た お お む ね ７ ５ 歳 以 上 の 方 

     （１１，５０８人）で、予約数は同月２０日午後３時の時点で約 

７，８００件であった。 



 

     〇 電話受付については、予約開始直後は混乱したものの、大きな混

乱はなかった。 

     〇 予約支援については、１月１７日午前１０時から午後４時３０分

まで市役所で実施し、当日の来場者は７８５人であった。 

     〇 次回の予約受付については、１月１７日に接種券を発送したおお

むね６５歳以上の方（１４，１３７人）を対象とし、予約受付開始

は２月１日（火）を予定している。 

     〇 次回の予約支援は、市役所、公民館、コミュニティセンター計９

か所で実施する。 

   ・ 自宅療養者の食糧支援及びＰＣＲ検査の実施状況について 

     市内感染者数の増加に伴い、自宅療養者の食糧支援配送希望が増加し 

ている。１月１１日から１９日までの実績として、２４世帯に６６箱を

配送した。また、ＰＣＲ検査についても増加傾向であり、現在、４施設

７５人からの申請を受け、更に希望の連絡を受けている。 

   ・ 保健師の派遣について 

     １月１７日付けで県知事から、保健所への保健師の応援派遣依頼があ

った。詳細については、保健師が配属されている部署の所属長宛てに直

接連絡を行う。協力をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  別紙１ 

出席者一覧 

市長 並木 傑 

副市長 山﨑 糧平 

教育長 金子 廣志 

総合政策部長 永尾 郁夫 

総務部長 伊藤 佳史 

財政部長 遠山 泰久 

市民生活部長 齋藤 寿美子 

総合福祉部長 鈴木 義弘 

こども未来部長 一ノ関 知子 

いきいき健康部長 竹之下 力 

都市整備部長 山本 実 

上下水道部長 島崎 昭生 

教育総務部長 渡辺 哲也 

学校教育部長 小関 直 

会計管理者 今村 哲也 

市議会事務局長 細沼 伊左夫 

監査委員事務局長 増子 義久 

 

 

 


